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闘
う
全
労
協
へ

組
合
大
会
報
告

Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
労
働
組
合
協
議
会

（
略
称：

Ｎ
関
労
、
島
本
保
徳
議

長
）
は
、
七
月
八
日
都
内
で
第
六

回
定
期
大
会
を
開
い
た
。

島
本
議
長
は
、「
労
働
三
権
を
名

実
共
に
確
立
し
ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘

う
ま
で
に
な
っ
た
。
五
〇
歳
「
退

職
・
再
雇
用
」、②
さ
ら
な
る
成
果

主
義
賃
金
の
導
入
に
よ
り
、
多
く

の
労
働
者
が
苦
難
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
が
、
今
ま
さ
に
職
場
に
闘
う

労
働
組
合
が
必
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
状
況
だ
。
Ｎ
関
労
の
こ
れ
ま

で
の
到
達
点
を
明
ら
か
に
し
、
ど

う
闘
っ
て
い
く
か
、今
大
会
で「
中

期
方
針
〈
た
た
き
台
〉」
を
提
起

し
た
」
と
挨
拶
。

そ
の
後
、
来
賓
の
み
な
さ
ん
か

ら
、
激
励
と
連
帯
の
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。
全
労
協
・
藤
崎
議
長

は
、「
労
使
癒
着
構
造
の
な
か
か
ら

Ｎ
関
労
を
立
ち
上
げ
、
生
活
と
権

利
、
人
権
の
闘
い
に
立
ち
上
が
っ

て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま

す
」「
今
後
と
も
リ
ス
ト
ラ
に
抗

し
、
組
織
拡
大
し
て
、
全
国
的
な

Ｎ
関
労
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
ま
す
」。鉄
建
公
団
訴
訟
原
告

団
・
酒
井
団
長
は
、「
国
鉄
闘
争
は

二
〇
年
、
年
内
最
大
限
の
取
り
組

み
を
行
う
」。電
通
労
組
・
高
橋
事

務
局
長
は
、「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
反
リ
ス
ト
ラ

裁
判
は
、
あ
と
一
回
の
証
人
尋
問

で
結
審
、
来
春
判
決
と
い
う
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
裁
判
で

は
、
①
「
労
働
契
約
継
承
法
」
の

「
脱
法
行
為
」
で
あ
る
、
②
実
質

五
〇
歳
定
年
制
で
あ
り
、
③
「
見

せ
し
め
配
転
」
だ
と
主
張
し
闘
っ

て
い
る
」。

そ
し
て
、
新
社
会
党
・
横
堀
書

記
長
は
、「
戦
争
と
大
増
税
で
、
労

働
者
の
権
利
破
壊
が
進
む
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
労
働
者
は
殺
さ
れ
続

け
る
。
来
年
の
統
一
自
治
体
選
、

参
院
選
で
は
、
重
大
な
岐
路
を
迎

え
る
。
労
働
者
の
団
結
が
問
わ
れ

る
。
生
活
や
労
働
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
、
闘
い
、
仲
間
を
増
や
す

こ
と
だ
。
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
取
り

組
み
た
い
」
と
。

中
期
方
針
を

議
論

つ
ぎ
に
平
野
事
務
局
長
が
、
問

題
提
起
。「
今
ま
で
の
労
働
運
動
の

あ
り
方
で
は
通
用
し
な
い
。
Ｎ
関

労
は
今
日
ど
う
い
う
存
在
で
あ

り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
闘
お
う
と

し
て
行
く
の
か
を
全
組
合
員
の
も

の
に
す
る
の
が
中
期
方
針
。
的
確

な
情
勢
分
析
と
断
固
た
る
闘
争
路

線
こ
そ
が
、
少
数
で
も
勝
利
す
る

こ
と
を
企
業
年
金
改
悪
反
対
の
闘

い
が
明
ら
か
に
し
た
。
Ｎ
関
労
の

歴
史
的
役
割
は
大
き
い
」
と
。

そ
の
後
、
茨
城
支
部
結
成
、
ス

ト
で
闘
っ
た
０６
春
闘
を
軸
に
討
論

を
深
め
た
。
茨
城
支
部
は
、「
昨
年

十
二
月
支
部
結
成
。
Ｎ
関
労
を
結

成
し
、
職
場
の
問
題
を
要
求
し
、

闘
い
、
解
決
す
る
。
こ
の
な
か
で

敵
が
見
え
る
。
楽
し
い
」「
Ｎ
関
労

と
い
う
入
れ
る
組
合
が
あ
っ
て
本

当
に
よ
か
っ
た
」
と
発
言
。
０６
春

闘
は
、
①
人
間
ら
し
く
生
き
、
働

き
続
け
ら
れ
る
賃
金
を
、
②
安
心

し
て
家
族
の
介
護
が
で
き
る
状
況

を
確
保
す
る
こ
と
、
等
の
要
求
貫

徹
に
向
け
半
日
拠
点
ス
ト
で
闘
っ

た
が
、「
難
病
の
妻
の
介
護
を
し
て

い
る
た
め
、
通
勤
時
間
を
短
く
し

て
、
三
〇
分
で
通
え
る
品
川
ツ
イ

ン
ズ
ビ
ル
へ
転
勤
さ
せ
て
欲
し

い
」
と
要
求
し
続
け
る
Ｈ
組
合
員

は
、「
緊
張
し
た
は
じ
め
て
の
ス
ト

ラ
イ
キ
で
し
た
が
、
闘
う
労
働
組

合
に
結
集
し
、
組
織
の
力
、
個
人

の
力
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
。
会
社
の
都
合
だ
け
が
優
先
さ

れ
る
こ
と
な
く
そ
こ
に
働
く
労
働

者
が
大
事
に
さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
闘
い
続
け
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
様
々
な
合
理
化
攻
撃

が
報
告
さ
れ
た
が
、
Ｏ
Ｓ
職
場
は

す
で
に
、退
職
・
再
雇
用
、出
向
、

契
約
、派
遣
、そ
し
て
パ
ー
ト
と
、

契
約
関
係
の
異
な
る
労
働
者
が
、

混
在
し
働
い
て
い
る
。
正
規
、
非

正
規
を
問
わ
な
い
運
動
が
問
わ
れ

て
い
る
。
と
の
発
言
を
受
け
、
働

き
か
け
を
強
化
す
る
こ
と
と
し

た
。大

会
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
、
職
場
に
根
ざ
し
た
自
信
に
満

ち
た
組
合
員
の
発
言
が
相
次
い

だ
。
こ
れ
ら
を
補
強
意
見
と
し
、

新
た
な
Ｎ
関
労
支
部
結
成
に
向

け
、
全
力
を
期
す
と
と
も
に
、「
中

期
方
針
〈
た
た
き
台
〉」
の
議
論

を
深
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
島
本
議
長
、
平
野
事
務

局
長
は
じ
め
役
員
は
再
任
。
こ
の

あ
と
、
八
月
二
十
七
日
Ｎ
関
労

東
、
九
月
九
日
Ｎ
関
労
西
の
大
会

を
開
催
す
る
。

こ
の
度
、石
川
源
嗣
さ
ん
が「
人

の
た
め
に
生
き
よ
う
！
」、副
タ
イ

ト
ル
で
「
団
結
へ
の
道
」「
労
働
相

談
と
組
合
づ
く
り
マ
ニ
ア
ル
」
と

い
う
本
を
「
同
時
代
社
」
か
ら
発

行
し
ま
し
た
。
石
川
さ
ん
は
、
一

昨
年
ま
で
は
全
労
協
の
常
任
幹
事

を
さ
れ
て
い
た
仲
間
で
、
現
在
は

東
京
東
部
労
組
副
委
員
長
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
理
事

長
を
兼
任
さ
れ
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

日
本
の
労
働
運
動
は
、
後
退
に

次
ぐ
後
退
を
続
け
、
組
織
率
も
一

七
・
八
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
ま

す
。こ

の
間
の
規
制
緩
和
と
労
働
法

制
の
改
悪
は
、
正
社
員
を
削
減

し
、
非
正
規
労
働
を
拡
大
さ
せ
て

い
ま
す
。
中
小
労
組
と
非
正
規
の

組
織
化
、
地
域
労
働
運
動
は
、
今

後
の
労
働
運
動
の
盛
衰
を
決
す
る

も
の
と
な
り
ま
す
。

ま
さ
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
多

く
の
仲
間
の
共
通
課
題
で
す
。
こ

れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
験

か
ら
、
労
働
相
談
活
動
と
組
織

化
、
労
働
者
の
権
利
と
組
合
づ
く

り
、
オ
ル
グ
の
あ
り
方
、
地
域
連

帯
等
々
、
分
か
り
や
す
く
提
起
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
組
合
活
動
家
の
必
読

書
で
す
。
多
く
の
方
が
購
入
し

て
、
参
考
に
さ
れ
る
こ
と
を
要
請

す
る
も
の
で
す
。

組
合
は
一
生
の

時
代
に

内
容
的
に
は
、
例
え
ば
、
す
か
い

ら
ー
く
店
長
の
過
労
死
と
損
倍
・

再
発
防
止
の
闘
い
、
労
働
相
談
で

の
辞
め
た
く
て
も
「
辞
め
さ
せ
て

く
れ
な
い
」
と
い
う
経
営
者
独
裁

の
職
場
支
配
の
実
態
、
個
別
労
使

紛
争
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
に

よ
る
労
働
相
談
件
数
が
激
増
し
て

い
る
こ
と
。

そ
し
て
、
こ
の
間
の
労
働
法
制

の
規
制
緩
和
・
改
悪
、
終
身
雇
用

・
年
功
賃
金
の
崩
壊
、
雇
用
の
流

動
化
と
非
正
規
の
拡
大
等
々
に
対

し
て
、労
働
組
合
の
あ
り
方
を「
企

業
内
組
合
で
は
な
く
」「
地
域
な
い

し
産
業
に
基
盤
を
お
い
た
労
働
組

合
を
」、会
社
は
変
わ
っ
て
も
組
合

は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
「
会

社
は
い
っ
と
き
、
組
合
は
一
生
」

と
い
う
時
代
に
突
入
し
て
い
る
と

提
起
し
て
い
ま
す
。

先
ず
は
、
買
っ
て
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

価
格
は
１
冊
１
５
０
０
円
で
販

売
、
プ
ラ
ス
税
分
の
７５
円
は
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

注
文
は
、東
京
東
部
労
組
ま
で
、

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３－

３
６
０
４－

５

９
８
３

●
紹
介
『
人
の
た
め
に
生
き
よ
う
！
』（
石
川
源
嗣
著
）

●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
労
働
組
合
協
議
会
第
６
回
大
会

的
確
な
情
勢
分
析
と

断
固
た
る
闘
争
方
針
で

闘
っ
た
企
業
年
金
改
悪
反
対

中
小
労
働
運
動
の
経
験
を
学
ぶ

組
合
活
動
家
に
必
読
書

企業年金改悪反対を訴えるN関労（３月１７日）

電
通
労
組
結
成
二
七
年
目
の
今

年
は
、
青
森
支
部
結
成
二
五
周
年

で
も
あ
る
。

昨
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
五
〇
歳
退
職

・
再
雇
用
制
度
」
の
攻
撃
の
な

か
、
そ
れ
と
闘
わ
な
い
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労

組
と
決
別
し
、
電
通
労
組
青
森
支

部
に
結
集
し
た
二
人
の
組
合
員
の

激
励
と
二
五
周
年
を
記
念
し
て
青

森
の
地
で
第
二
九
回
定
期
大
会
を

開
催
し
、
新
た
な
闘
い
と
決
意
を

確
認
し
た
。

大
会
は
、
例
年
に
な
い
「
闘
い

の
歌
」
で
始
ま
っ
た
。
韓
国
の
労

働
者
が
闘
い
の
現
場
で
歌
う
「
鉄

の
労
働
者
」
を
組
合
員
が
「
電
通

労
組
の
歌
」
と
い
う
「
替
え
歌
」

に
し
た
も
の
だ
。

『
真
紅
の
旗
の
下
、
闘
い
抜
こ

う
、
奪
わ
れ
た
血
と
汗
を
取
り
戻

す
た
め
に
・
・
・

あ
あ
〜
電
通
労
組
の
旗
の
も

と
、
闘
い
の
愛
よ
・
・
・
』

青
森
の
組
合
員
が
ギ
タ
ー
で
歌

を
リ
ー
ド
す
る
。
未
だ
か
つ
て
な

い
雰
囲
気
で
あ
る
。
躊
躇
す
る
組

合
員
も
こ
の
「
闘
い
の
歌
」
に
引

き
込
ま
れ
、
全
員
の
合
唱
で
大
会

は
幕
を
開
け
た
の
で
あ
る
。

「
格
差
社
会
と
監
視
社
会
を
生

み
出
す
新
自
由
主
義
Ｎ
Ｏ
！

世

界
の
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

運
動
と
と
も
に
、
戦
争
と
リ
ス
ト

ラ
を
許
さ
な
い
闘
い
を
展
開
し
よ

う
！
」
と
い
う
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
大
内
委
員
長
は
「
組
合

員
拡
大
と
支
部
結
成
二
五
周
年
と

い
う
こ
と
で
青
森
で
の
大
会
開
催

が
実
現
で
き
た
。
新
自
由
主
義
に

対
決
す
る
職
場
か
ら
の
闘
い
で
、

退
職
・
再
雇
用
選
択
と
苦
闘
す
る

労
働
者
と
切
り
結
び
な
が
ら
、
新

執
行
体
制
の
な
か
で
組
合
員
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
支
援
、
協
力
で
闘

い
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
な
か

で
新
し
い
組
合
員
の
参
加
も
勝
ち

取
っ
て
き
た
。
こ
の
闘
い
の
成
果

と
今
後
の
課
題
を
整
理
し
、
厳
し

い
状
況
だ
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
再
々
編
と

の
闘
い
を
始
め
、
新
自
由
主
義
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
反
対
の
闘

い
を
全
組
合
員
の
総
力
を
結
集
し

て
闘
っ
て
い
こ
う
」
と
挨
拶
。

討
論
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
リ
ス
ト
ラ
裁

判
、
青
森
支
部
に
結
集
し
た
二
人

の
組
合
員
に
対
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

か
ら
の
除
名
処
分
撤
回
裁
判
、
成

果
主
義
賃
金
制
度
撤
廃
の
闘
い
、

企
業
年
金
減
額
訴
訟
の
取
組
み
、

０６
春
闘
に
お
け
る
Ｎ
関
労
と
の
統

一
ス
ト
ラ
イ
キ
報
告
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

再
々
編
と
の
闘
い
等
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
リ

ス
ト
ラ
と
攻
勢
的
に
闘
う
討
論
が

展
開
さ
れ
た
。
一
方
で
労
働
者
の

非
正
規
化
と
ど
う
対
峠
し
非
正
規

労
働
者
を
組
織
し
て
い
く
の
か
、

そ
れ
と
同
時
に
企
業
内
組
合
と
し

て
あ
る
現
状
と
そ
の
垣
根
を
越
え

た
労
働
者
の
団
結
の
あ
り
方
、
組

織
の
あ
り
方
も
含
め
て
中
長
期
的

な
方
針
を
討
論
し
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
北
朝
鮮
ミ

サ
イ
ル
発
射
問
題
に
よ
る
日
本
政

府
の
異
常
な
ま
で
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
排
外
主
義
的
攻

撃
を
糾
弾
す
る
討
論
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
香

港
会
議
報
告
も
出
さ
れ
多
岐
に
わ

た
る
大
会
討
論
が
行
わ
れ
た
。

大
会
に
は
、
電
通
労
組
全
国
協

議
会
議
長
の
前
田
さ
ん
、
全
国
一

般
全
国
協
議
会
書
記
長
の
遠
藤
さ

ん
、
四
国
電
通
合
同
労
組
の
野
口

さ
ん
、
大
阪
電
通
合
同
労
組
の
山

崎
委
員
長
、
東
北
全
労
協
事
務
局

長
の
亀
谷
さ
ん
、
放
射
能
か
ら
子

供
を
守
る
母
親
の
会
の
倉
坪
、
中

屋
敷
さ
ん
、
鉄
道
産
業
労
働
組
合

の
高
橋
委
員
長
な
ど
、
多
く
の
来

賓
か
ら
激
励
を
頂
い
た
。

●
電
気
通
信
産
業
労
働
組
合
第
２９
回
大
会

格
差
社
会
と
監
視
社
会
を

生
み
出
す
新
自
由
主
義
Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
闘
争
へ
決
意
新
た
に

NTT前でシュプレヒコール（３月１７日）

七
月
十
九
日
、
大
阪
全
労
協
第

一
七
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

大
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
、
中

岡
全
労
協
事
務
局
長
、
加
来
お
お

さ
か
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代

表
（
全
港
湾
大
阪
支
部
委
員
長
）、

川
村
全
日
建
近
畿
地
本
副
委
員

長
、
社
民
党
、
新
社
会
党
か
ら
ご

出
席
を
い
た
だ
き
、
ご
挨
拶
を
う

け
た
。

一
年
間
の
活
動
報
告
で
は
、
ゆ

う
メ
イ
ト
の
組
織
化
、
三
月
に
結

成
さ
れ
た
「
豊
中
局
・
ゆ
う
メ
イ

ト
松
本
さ
ん
不
当
解
雇
撤
回
裁
判

を
支
え
る
会
」
の
活
動
、
全
労
協

護
法
労
組
の
闘
い
、
三
月
下
旬
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
労
働
審
判
相

談
セ
ン
タ
ー
・
大
阪
」
の
活
動
、

大
阪
全
労
協
加
盟
各
組
合
の
主
な

闘
い
、
お
お
さ
か
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
多
く
の
共
闘
関
係

に
つ
い
て
の
活
動
報
告
、
三
月
の

大
阪
府
河
南
町
の
町
会
議
員
の
補

欠
選
挙
で
大
阪
全
労
協
の
組
織
内

候
補
と
し
て
福
田
て
つ
や
さ
ん
が

当
選
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。当

面
の
課
題
と
し
て
、
従
来
の

取
り
組
み
に
加
え
て
、
労
働
契
約

法
制
（
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
の

新
設
、
労
働
時
間
法
制
の
見
直

し
、
有
期
労
働
契
約
の
雇
い
止
め

ル
ー
ル
の
新
設
な
ど
）
は
労
働
基

本
権
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事

項
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
重
要

課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
。
有
期

雇
用
そ
の
も
の
の
規
制
、
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
均
等
待
遇
を
目
指

す
闘
い
。
女
性
、
外
国
人
、
障
害

者
な
ど
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
労
働
者

を
含
む
、
今
や
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に

な
り
つ
つ
あ
る
非
正
規
労
働
者
、

貧
困
労
働
者
と
共
に
、
共
生
社
会

を
目
指
し
て
奮
闘
す
る
こ
と
な
ど

を
確
認
し
た
。

大
会
後
半
で
は
、
昨
年
三
月
に

雇
い
止
め
に
な
り
大
阪
地
裁
に
提

訴
し
た
大
阪
豊
中
局
・
ゆ
う
メ
イ

ト
・
郵
政
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
の
松

本
さ
ん
、
新
採
教
員
で
一
年
間
の

条
件
付
採
用
が
切
れ
昨
年
三
月
に

免
職
と
な
っ
た
教
育
合
同
労
組
の

伊
薄
さ
ん
、
郵
政
労
働
者
ユ
ニ
オ

ン
の
天
野
さ
ん
の
女
性
三
人
に
、

山
崎
大
阪
電
通
合
同
労
組
委
員
長

が
聞
き
手
と
な
り
、
不
安
定
雇
用

労
働
者
の
職
場
実
態
、
想
い
、
闘

い
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
、
会

場
参
加
者
の
理
解
を
深
め
、支
援
の

気
持
ち
を
込
め
た
確
認
が
で
き
た
。

な
お
、
役
員
に
つ
い
て
は
、
石

田
議
長
を
は
じ
め
、
今
回
は
ほ
と

ん
ど
変
更
は
な
か
っ
た
。
副
議
長

・
幹
事
の
両
方
に
役
員
を
送
り
出

し
て
い
た
二
組
合
が
幹
事
だ
け
に

変
更
、
幹
事
の
一
部
が
出
身
労
組

の
事
情
で
変
更
に
な
っ
た
。

●
大
阪
全
労
協
第
１７
回
大
会

共
生
社
会
を
目
指
し
て

非
正
規
、
貧
困
労
働
者
と

奮
闘
し
よ
う七

月
一
日
〜
二
日
、
広
島
県
呉

市
「
ビ
ュ
ー
ポ
ー
ト
く
れ
」
で
郵

政
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
第
三
回
定
期

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

昨
年
の
今
頃
は
、
全
労
協
の
全

面
的
な
支
援
協
力
を
得
な
が
ら
、

連
日
の
国
会
前
座
り
込
み
、
七
月

七
日
に
は
、
私
た
ち
郵
政
ユ
ニ
オ

ン
が
主
催
す
る
初
め
て
の
国
会
請

願
デ
モ
を
行
い
、
八
月
八
日
に

は
、
つ
い
に
参
議
院
で
「
否
決
廃

案
」へ
と
追
い
込
ん
だ
。し
か
し
、

小
泉
の
強
権
的
な
解
散
総
選
挙
に

よ
っ
て
、
九
月
十
一
日
小
選
挙
区

で
の
反
対
票
が
賛
成
票
を
上
回
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
月
十
四

日
民
営
化
法
案
は
成
立
し
た
。
そ

し
て
、
今
大
会
は
、
昨
年
来
の
闘

い
を
ふ
ま
え
、「
郵
政
民
営
化
」
を

一
年
後
に
ひ
か
え
郵
政
ユ
ニ
オ
ン

の
未
来
を
切
り
開
く
重
要
な
大
会

で
あ
る
。

内
田
委
員
長
は
、
郵
政
民
営
化

と
真
っ
向
か
ら
対
決
、
昨
年
第
二

回
大
会
は
民
営
化
反
対
闘
争
の
真

っ
只
中
で
の
大
会
で
あ
っ
た
。
郵

政
ユ
ニ
オ
ン
を
つ
く
っ
て
三
年
目

あ
る
意
味
真
価
が
問
わ
れ
る
。
合

理
化
、
施
策
の
提
案
が
洪
水
の
よ

う
に
な
さ
れ
る
。
現
場
の
対
応

力
、
矛
盾
が
集
中
す
る
の
が
現

場
。
組
織
の
あ
り
方
、
運
動
の
仕

方
を
き
ち
ん
と
総
括
す
る
大
会
と

し
た
い
、
と
挨
拶
。

来
賓
は
、
郵
政
産
業
労
働
組
合

（
全
労
連
）
山
崎
委
員
長
、
郵
政

倉
敷
労
働
組
合
川
上
委
員
長
、
地

元
か
ら
広
島
ス
ク
ラ
ム
ユ
ニ
オ
ン

土
屋
委
員
長
、
新
社
会
党
呉
安
芸

総
支
部
徳
田
委
員
長
、
ピ
ー
ス
リ

ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
の
湯
浅
一

郎
世
話
人
、
そ
し
て
、
私
た
ち
の

「
４
・
２８
全
国
ネ
ッ
ト
」
名
古
屋

さ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

郵
産
労
山
崎
委
員
長
は
、
Ｊ
Ｐ

Ｕ
、
全
郵
政
の
組
織
統
合
が
進
め

ら
れ
、
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
性
、

「
阻
害
要
員
」
排
除
を
目
指
し
て

い
る
。
郵
政
労
働
者
の
た
め
の
労

働
運
動
を
ど
う
作
る
の
か
新
た
な

組
織
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討

が
必
要
。
集
配
再
編
、
地
域
の
闘

い
を
ユ
ニ
オ
ン
の
か
た
が
た
と
連

携
し
て
全
国
で
闘
い
を
作
っ
て
い

き
た
い
、
と
挨
拶
。
ま
た
、
全
労

協
を
は
じ
め
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
戴
き
ま
し
た
。

大
会
議
論
は
、
民
営
化
を
目
前

に
ひ
か
え
、
集
配
局
再
編
集
約
化

な
ど
の
今
ま
で
に
な
い
大
合
理
化

へ
の
闘
い
、
四
分
社
化
へ
の
帰
属

問
題
・
ゆ
う
メ
イ
ト
雇
用
継
続
問

題
な
ど
の
合
理
化
課
題
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
労
働
相
談
の
取

り
組
み
。
そ
し
て
、
郵
産
労
と
の

「
組
織
協
議
」
の
あ
り
方
、
各
支

部
職
場
で
の
組
織
拡
大
な
ど
全
国

運
動
と
職
場
で
の
主
体
的
力
量
を

高
め
る
こ
と
を
両
輪
と
し
て
大
胆

に
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

各
地
で
職
場
の
多
数
派
へ
の
挑

戦
を
し
て
き
た
中
で
、
広
島
、
安

芸
府
中
支
部
か
ら
松
田
支
部
長
へ

の
強
制
配
転
を
め
ぐ
る
報
告
が
あ

り
、
大
会
特
別
決
議
と
し
た
。
松

田
支
部
長
は
、
三
六
締
結
信
任
投

票
で
過
半
数
を
獲
得
。
そ
の
後
強

制
配
転
、
組
織
つ
ぶ
し
を
許
さ
ず

昨
日
六
月
三
十
日
中
労
委
、
地
裁

へ
提
訴
し
裁
判
闘
争
に
立
ち
上
が

っ
た
。
ま
た
、
九
州
長
崎
か
ら
参

加
し
た
二
〇
歳
代
の
七
名
の
ゆ
う

メ
イ
ト
組
合
員
が
紹
介
さ
れ
、
組

織
拡
大
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

本
部
役
員
は
、
内
田
委
員
長
、

棟
菜
副
委
員
長
、
松
岡
書
記
長
な

ど
全
員
留
任
し
、
新
た
に
近
畿
地

本
の
ゆ
う
メ
イ
ト
の
天
野
さ
ん
を

中
央
執
行
委
員
に
選
出
し
た
。

私
た
ち
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
、
来

年
十
月
一
日
か
ら
「
民
間
」
労
組

と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
れ
に

至
る
こ
の
一
年
の
闘
い
が
き
わ
め

て
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
全

労
協
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
で
共

闘
・
協
働
し
て
い
る
皆
さ
ま
の
一

層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
郵
政
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
中
央
本

部
書
記
次
長

須
藤
和
広
）

●
郵
政
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
第
３
回
大
会

郵
政
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

破
壊
を
許
さ
ず

郵
政
民
営
化
に
反
撃
を

不安定雇用労働者の職場実態を報告

東京総行動参加の郵政ユニオン（２月１６日）
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